いく子 さんに 献ず 

やまと かつらぎ やま かみな が ひこ きこ リ 

昔、 大和の国 葛 城 山の 麓に、 髪長彦 という 若い 木 樵 

が 住んで いました。 これ は 顔 かたちが 女の ように やさ 

しくって、 その上 髪まで も 女の ように 長かった もので 

すから、 こういう 名前 をつ けられて いたのです。 

かみな が ひこ ふえ き 

髪長彦 は、 大 そう 笛が 上手で したから、 山へ 木 を 伐 

りに 行く 時で も、 仕事の 合い 間合い 間に は、 腰に さし 

ている 笛 を 出して、 独りで その 音 を 楽しんで いました- 



い 思 をして いた。 そこで 今日は そのお 礼に、 ここまで 

わざわざ 来たの だから、 何でも 好きな もの を 望む が ゆ 

い。」 と 言いました。 

きこり 

そこで 木 樵 は、 しばらく 考えて いました が、 

I 私 は 犬が 好きです から、 どうか 犬 を 一 匹 下さい。」 

と 答えました。 

すると、 大男 は 笑いながら、 

「高が 犬 を 一 匹 くれな どと は、 お前 も 余っ程 欲の ない 

男 だ。 しかし その 欲の な いのも 感心 だから、 ほかに は 

またとな いような 不思議な 犬 を くれてやろう。 こう 言 

おれ かつらぎ やま あし ひと 

う 己 は、 葛 城 山の 足 一 つの 神 だ。」 と 言って、 一 声高く 



「きのう 己の 兄き の 足 一 つの 神が、 お前に 犬 を やった 

そうだから、 己 も 今日は 礼 をしょう と 思 つ て やつ て 来 

た。 何 か 欲しい ものが あるの なら、 遠慮なく 言う が 好 

て ひと 

い。 己 は 葛 城 山の手 一 つの 神 だ。」 と 言いました。 

そうして 髪長彦 が、 また I 嗅げに も 負けない ような 

犬が 欲しい。」 と 答えます と、 大男 はすぐ に 口笛 を 吹い 

て、 一 匹の 黒 犬 を 呼び出しながら、 

「この 犬の 名 は 飛べと 言って、 誰でも 背中へ 乗って さ 

え すれば 百 里で も 千里で も、 空 を 飛んで 行く ことが 出 

あした 

来る。 明日 はまた 己の 弟が、 何 かお 前に 礼 をす る だろ 

う。」 と 言って、 前の ように どこかへ 消え失せて しまい 



ほらあな くし 

程に 大きな 洞穴が 一 つあって、 その 中に 金の 櫛 を さし 

きれい おひめさ ま 

た、 綺麗な 御 姫様が 一人、 しくしく泣いて いらっしゃ 

いました。 

「御 姫様、 御 姫様、 私 が 御 迎えに まいりました から、 

おと-つ さま 

もう 御 心配に は 及びません。 さあ、 早く、 御 父 様の 所 

へ 御帰りになる 御 仕度 をな すつ て 下さい まし。」 

こう 髪 長彦が 云います と、 三 匹の 犬 も 御 姫様の 裾 や 

袖を啣 えながら、 

「さあ 早く、 御 仕度 をな すって 下さい まし。 わん、 わ 

ん、 わん、」 と 吠えました。 

しかし 御 姫様 は、 まだ 御 眼に 涙 をた めながら、 洞穴 



やさしい 声で 云いました。 

しかし 御 姫様 は、 命拾い をな すった 嬉し さに、 この 

声 も 聞えない ような 御容 子でした が、 やがて 髪 長彦の 

方 を 向いて、 心配そう に 仰 有い ますに は、 

I 私 は あなたの おかげで 命拾い をし ましたが、 妹 は 

今時分 どこで どんな 目に 逢つ て 居りましょう。」 

髪長彦 はこれ を 聞く と、 また 白 犬の 頭 を 撫でながら、 

「嗅げ。 嗅げ。 御 姫様の 御行 方 を 嗅ぎ出せ。」 と 云い 

ました。 と、 すぐに 白 犬 は、 

おい もと ご かさぎ やま ほらあな す 

「わん、 わん、 御 妹 様の 御 姫様 は 笠 置 山の 洞穴に 棲ん 

でい る 土 蜘蛛の 虜 になって います。」 と、 主人の 顔 を 



を さした、 可愛らしい 御 姫様が、 悲しそう にしく しく 

泣いて います。 

それが 人の 来た 容 子に 驚いて、 急いで こちら を 御覧 

お あねえ さま 

になり ましたが、 御 姉 様の 御顔 を 一 目 見た と 思う と、 

「御 姉 様。」 

「妹。」 と、 一 一人の 御 姫様 は 一 度に 両方から K けよ つ て、 

暫く は 互に 抱き合った まま、 うれし 涙に くれて いらつ 

けしき 

しゃいました。 髪長彦 もこの 気色 を 見て、 貰い 泣き を 

してい ましたが、 急に 三 匹の 犬が 背中の 毛 を 逆立てて、 

「わん。 わん。 土 蜘蛛の 畜生め。」 

「憎い やつ だ。 わん。 わん。」 



たかと、 一 時 は 口惜しが りました が、 幸い 思い出した 

の は、 腰に さしていた 笛の 事です。 この 笛 を 吹き さえ 

とリ けもの くさき 

すれば、 鳥獣 は 云う まで もな く、 草木もう つと り 聞き 

ほ こ-つかつ 

惚れる のです から、 あの 狡猾な 土 蜘蛛 も、 心 を 動かさ 

ない と は 限りません。 そこで 髪 長彦は 勇気 をと リ 直し 

て、 吠えた ける 犬 をな だめながら、 一 心不 乱に 笛 を 吹 

き 出しました。 

すると その 音色の 面白さに は、 悪者の 土 蜘蛛 も、 

追々 我 を 忘れた のでしょう。 始は 洞穴の 入口に 耳 をつ 

けて、 じっと 聞き澄まして いました が、 とうとう しま 

いに は 夢中に なって、 一寸 二 寸と大 岩 を、 少しずつ 側 



へ 開き はじめました。 

それが 人 一 人 通れる くらい、 大きな 口 を あいた 時で 

す。 髪 長彦は 急に 笛 を やめて、 

「嚙 め。 嚙め。 洞穴の 入口に 立って いる 土 蜘蛛 を嚙み 

殺せ。」 と、 斑 犬の 背中 をた たいて、 云いつ けました。 

この 声に 胆を つぶして、 一目散に 土 蜘蛛 は、 逃げ出 

そうとし ましたが、 もう その 時 は 間に合いません。 r 嚙 

いなずま 

め」 はまる で 電 のように、 洞穴の 外へ 飛び出して、 

何の 苦 もな く 土 蜘蛛 を嚙み 殺して しまいました。 

所が また 不思議な 事に は、 それと 同時に 谷底から、 

一 陣の 風が 吹き 起って、 



申す もので ございま すが、 御 二方の 御 姫様 を 御 助け 申 

したの は 私で、 そこにお ります 御 侍た ち は、 食 蜃人ゃ 

土 蜘蛛 を 退治す るのに、 指 一本で も 御 動かしに なり は 

致しません。」 と 申し上げました。 

これ を 聞いた 侍た ち は、 何しろ 今まで は 髪 長 彦の話 

した 事 を、 さも 自分た ちの 手柄ら しく 吹聴して いたの 

ことば 

ですから、 一 一人と も 急に 顔色 を 変えて、 相手の 言 を 遮 

りながら、 

「これ はまた 思 いも よらな い 噓を つ くや つ で) J ざ い ま 

わたくし つちぐ も 

す。 食蠻 人の 首 を 斬った の も 私 たちなら、 土 蜘蛛の 

計略 を 見やぶ つたの も、 私たちに 相違 ございません。」 



それから 先の 事 は、 別に 御 話しす るまで もあります 

いただ あすか 

まい。 髪 長彦は 沢山 御 褒美 を 頂いた 上に、 飛鳥の 大 

おむ こさ ま 

臣 様の 御 婿 様になり ましたし、 二人の 若い 侍た ち は、 

おやかた 

三 匹の 犬に 追い まわされて、 ほうほう 御館の 外へ 逃げ 

出して しまいました。 ただ、 どちらの 御 姫様が、 髪 長 

彦の御 嫁さん になり ました か、 それだけ は 何分 昔の事 

で、 今では はっきりと わかって おりません。 

(大正 七 年 十二月) 
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